
本
一禍
は

、

今
音
物
語
集
の
サ
変
動
認
の
語
幹
と
な
っ
て
い
る
漢
語
を
収
集
・

調
査
し
た
も
の
で
あ
る。

注

テ
キ
ス
ト
な
ら
び
に
参
考
と
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
汀

国
史
大
系
巻
十
六 、

十
七
。

(
日
本
古
典
文
学
大
系
の
今
昔
物
語

地
補

一
、

二
、

三
も
極
力
安
照
し
た)

春
日
政
治
一

組
一献
金
光

明
最

勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研

究

乾

池
間
包
鑑
.

源
氏
物
語
大
成
へ
索
引)

テ
キ
ス
ト
の
表
記
法
の
性
質
上

、
音
訓
い
ず
れ
に
も
よ
め
る
も
の
も
あ

り 、

と
り
あ
げ
か
た
も
便
宜
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ニ
字
か
ら
な
る
漢
詩

は
比
較
的
よ
み
に

安
定
性
が
あ
る
の
で

重
点
を
こ
こ
に

置
い
た
。
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四O死
三 、 、 和0訳0遍0亡 点ム注帯6mî
語源信
で 氏 、

本A施安

治2型0詔

古
点 、

源
氏 、

平
家
に
あ
っ
て
今
昔
に
現
わ
れ
な
い
も
の
を
あ
げ
る
。

カ
y

コ
内
は
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
。

古
点。

哀

有

印

憶

開

覚

起

敬

逆

据

患

解

稽

腕

給

見

語

蔵

讃

機

恩

捨

遮

順

処

照

増

歎

断

知

聴

除

超

調

滴

得

読

難

傍

末

益

喰

浴

利

痢

了

惑
(
約
四
割)

源
氏。

勘

先

調

難

梢

秘

練

弄

怨
(
約
三
割)

平
家。

宥

峡

兼

献

宍

宿

詠

難

熱

発

表

銘
(
二
割

弱)



右
三
者
に
共
通
す
る
の
は

外
に
h少
な
い

。

①

「
サ
変
動
詞
の
語
幹
と
な
っ

て
い
る
漢
語
」

の
意
で
「
護
軍叩
」

を
使
用

す
る。

ま
た 、

多
考
の
た
め

、

西
大
寺
本
金
光

明
最

勝
王
経
古
点
(
以

下、

単

に
古
点
と
称
す
る

)、

源
氏
物
語、

平
家
物
語
に
も
現
わ
れ
る
語
に
は 、

右
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
O 、

× 、

ム
を
つ
け
た
。

こ
れ
は
二
字
以
上
の
場
合
も

同
様
で
あ
る
。

①

「
惣
ジ
テ
」

の
形
で
も
っ
ぱ
ら
連
用
修
飾
に
用
い
ら
れ
る
。

①

「
勢
長
」

と
連
続
し
て
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
が

、

日
本
古
典
文
学
大

‘

系
H
の
繍
注
二
九
五 、

間
同
補
注
の
説
に
従
っ
た
。
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だ
け
に
現
わ
れ
る
の
は一
二
九
諮
で
あ
る 。

古
点 、

源
氏 、

平
家
に
あ
っ
て
今
昔
に
現
わ
れ
な
い
も
の
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

カ
ァ
コ
内
は
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
。

76 

古
点、。

浪U 'i:;_泊施尋称証上隊集局諮散謀議顕軽還観救欽窮喜朗一安 愛
霊訪除化思量住昇由主在遍問漉浴 持 現 挙復知済伏尽悦剛焼慰霊

損 n 焼紹尋承 託浄荘遮充志散喪識見稽1fi. 歓 快欣給喜第五E移 愛
滅ス芭燃段求 事 知除校去足求失失念修嘗修娯楽楽済躍説 行 転 寵

損路砧 照 表f言証修精遮充主主散 相 ↑吾度傾蕪 歓 司E駈給帰講揺依 愛
害仰集耀損受 f藍立動JI:済悲滅応解恭 動 議悦途 使与命宣 動 止敬

尊 前 j頁 照 衰信証受 諮 捨 充慈恩 相 輿樫著書希勧希求度帰講演誘安
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今
昔 、

士口
点 、

源
氏 、

平
家
に
共
通
な
の
は
「
供
養」
の
一

一泊
で
あ
る 。
ヘノ

北田
と
の
共
通
語
は
古
点
九
八 、
源
氏一
八 、
平
家
六
六
で
あ
る 。
ま
た 、
今
昔
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平 源
家 氏。 。
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翻唐伐 多 発言 上 白夜病口分 内 )還 通 集悦関向改君主盈窮逸染縛利尽許着

違 留礼踊滅発変 分 奉布 亡 食縛通除長断
害難讃躍尽趣吐別持設失求壊逮差養 絶

奉否諒推障星雲修 教 許下管追動
公酌裁量害上 複 司11 ;容落領従事

褒配追 照 周 参 再解帰寄安 殿 加
美分 従 覧 章鎗輿官洛 進 堵 上 階

畏憐 乱 湧滅発逢分 奉布 八 南観停除住断
惟!ilfç墜出 亡 動 事 恨事 施肘譲見留珍止除

慰了利与黙法逢扉奉布博悩度調除住断
喰知楽授然施遇除行 烈蝕害知息愈在滅

鳴自追赤 出 自 相 下救仰ー卑交
動 状 討 面 仕 愛 応 知療崇 同 下雑

恵了手IJ欲間 味 逢表 奉布抜儀度超 沈除知
施別安願持者 乱 宣献置済益脱過 下滅見

減発超 前 巡祇造結会帰逝舞イ七
亡向過 駆礼候 進 構 合 伏去績拡

廻了利来悶慾逢漂 奉 怖 悲破度超 陳除勧
施達満集 乱 念値湯宣畏 愛 減量越 説去求

用 披敵存 入 M 相 還返焼 延 四 ロ昌
心 見 対 知洛尺 違 住答失引書j歌

強
来溢願 退 称実造興過 流重主) 多
臨蔵伺j 出 計 検 畢隆分 罪 内 座

廻 和 維来盈命防別福敷管破 闘 超 追除治
転悦欲至満過 護般利設除散 戦 勝気遣償

汗 和 f高来盈明発 変 覆敷遁 倍 等転追除治
裁解惜 応 溢 照 露現 蔵演迫勝分 変 求扉罰

八 往流来遊迷発変 覆豊撃飽食線墜除聴
割 詣行 入 観惑起怪蔽楽寛足 愛 迫堕断受

消
，怠

施
入

落披 同 退 所 信嵯庖党禁改
居露心 散望受 嘆従有筏易

落 不 登着崇娠 参 忽響隔 感
涙 覚 山座敬 動 向諸国夜得

循
居

和
平

院
参

遠
流
(
六
割
強)

右
三
者
に

共
通
す
る
も
の
は
な
い
。

古
点
と
平
由来
だ
げ
に
共
通
す
る
も

の
は 、
「

帰
伏
」
「
救
療
」
「
相
応」
「
相
違
」
「
称
計
」
「
信
受」
「
退
散
」

「
超
過
」
「
発

向
」
「
滅
亡
」

の
一

O
諮
で
あ
る
。

④

各
語
の
下
の
数
字
は
延
べ
語
数
で 、

総
計
三 、

二ニ
二

で
あ
る
。

な

お 、

日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
り
「
絶
入
」
「
佳
怖」

を
入
れ 、
「

焼
失
」

「
不

審
」
「

返
送
」

を
省
い
た
。

同
大
系
の
校
注
者
は 、

本
稿
に
あ
げ
た

も
の
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
よ
ん
で
い
る
。

移
住
(

移
り

住
す
)、

伽
機

(
く
び
か
し
あ
し
か
し 、

ヵ
サ
)、

行
幸
(
み
ゆ
き

)、

交
臥

(
ま
ぎ
ふ

す
)、

持
路
(
う
ず
く
ま
り
ゐ
る
)、

同
宿

(
お
な
じ
く
や
ど
り
す
)。
ま

た
、

「
無
言
」

は
形
容
動
詞
と
し
て
い
る
。

③

「
決
定
シ
テ
」

の
形
で
も
っ
ぱ
ら
連
用
修
飾
に
用
い
ら
れ
る
。

⑥

日
本
文
学
大
系
で
は
「
請
談
」

に
作
る
。

⑦

「
優
乱
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む。

③

「
付
嘱
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む。

③

「
陵
礁
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む。

⑬

「
往
返
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む。

⑪

日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
「
狂

害
」

に
作
る
。

⑫

日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
「
狂
監
」

に
作
る
。

⑬

「
因
遺
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む。

三
字
か
ら
な
る
漢
語
(
三
語)

入
浬
祭

l

茶
毘
葬

l

烏
帽
子
1

古
点
に
は
「
牛
王
耽
」
「
師
子
肌
」
「
般
浬
祭」
「
不
可
得」

が
み
ら
れ
る。

@
 

四{
子
か
ら
な
る
漢
語
(
三
六
語)

。合
掌
恭
敬
2

0

 

恭
敬
供
養
mu

結
伽
扶
坐
4

一

称
一
礼
1

0

 

供
養
恭
敬
2

歓
喜
礼
拝
1

開
眼
供
養
6

供
養
礼
拝
l

孝
養
報
恩
l

A
 精

進
潔
斎
l

受
持
談
調
7

坐
禅
修
習
1

合
掌
頂
礼
1

恭
敬
礼
拝
7

娯
楽
遊
戯
l

出
家
人
道
7

妓
楽
歌
詠

1

0

 

歓
喜
踊
躍

1

極
楽
往
生
2

書
写
供
養
幻

17 



「
綜
合
雑
誌
の
用
語
・
後
編
(
国
立
国
語
研
究
所
報
告
白)」
中
の
分
類
語

裳
表

①
に
よ
っ
て
分
知
し
た 。
た
だ
し 、
漢
語
は
こん子
の
も
の
に
限
り 、

延
慶

平
家
(
前
出)
の
用
例
も
参
考
と
し
て
分
類
し
た。

同
分
類
語
葉
表
は 、
品
詞
的
に
は
ω
名
詞 、
ω
動
詞 、
ω
形
容
詞・
形
容
動

詞
・
副
詞 、
ω
そ
の
他 、
と
な
っ
て
い
る。
今
昔
の
漢
語
は
全
部
ω
の
名
詞
に

属
し
て
い
る。
ま
た 、
小
数
点
以
下

の
大
き
な
分
類
は
次
の
五
部
円
で
あ

る。

水
干
教
東1

端
坐
思
惟1

泳
浴
精
進3

登
山山一
受
戒2

八{子
か
ら
な
る
漢
語
二
語)

受
持
読
諭
解
説
書
写2

辛
苦
悩
乱ロ

。難
行
苦
行3

p作
恭
敬
お

遠
慶
離
苦1士口

点 、

平
家
に
は
他
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

古
点 。
一

百
八
遍

憶
念
受
持

歓
喜
受
持

設
請
受
持

平
家。

出
家
遁
世

延
べ
語
数
の
総
計
は
一

八
一

語
で
あ
る
。

「
礼
拝
苦
行
」

の
表
記
の
も
の
も
含
む
。

端
坐
合
掌3

入
学
濯
頂1

日亦
浴
潔
斎4

間
絶
勝
地4

雷
電
震
動1

雷
電
露
露u

二 、
語
嚢
表
に
よ
る
分
類

利
益
抜
済1

流
布
相
応1

一
明
六
通

守
護
増
加

⑬⑬ 
語業表による分類( 1 ) 

分類番号 | 見出し |今夏の|左の% 1平家の |左の%所 数l 所属数
1.100 コソア卜 1 。

1.110 種 類 5 5 

1.120 有 生E 23 8 

1.130 状 態 4 2 

1.150 作用・ 変化 53 14% 36 21% 

1.160 位 置 ・場合 。 2 

1.180 形 1 。

1.190 量・数 5 2 

1. 230 I国民・市民 住民|
1. 300 心・印象・気分 78 21% 31 18% 

1. 310 ー己三壬 事長 30 11 

1. 320 創作・著作 4 。

1訓 |文化 歴史 風俗 39 10% 11 6% 

1. 340 義 務 9 l 

1. 350 交 際 27 7% 23 13% 

1. 360 政治・革命 38 10% 17 10% 

1. 370 獲得・所有 15 10 

1. 380 イ士事・事務・生産 17 6 

1.420 被服材料 4 1 

1. 440 住 宅 1 。

1. 450 道 具ー l 。

1 。

1.510自然・物質・屯気 3 。

1. 570 生 命 15 4 

発動形式

計 1 374 I 1 171 I 

今昔物語集の 漢 語サ変

78 

(.5) (.4) (.3) (.2) (.1) 
現 為
象自 生 人

然 産 問
| 物 活

自 | 動
然 結 | 
物 果 精お お 利Iよ よ お
び び よ
自 用 び
然 具 行

抽
象
的
関
係

人
間
活
動
の
主
体

さ
て 、
次
の
語
葉
表
に
よ
る
分
頃

ω 、
仰
は
本
来
も
っ
と
細
別
さ
れ
て

い
る
も
の
を
ま
と
め
て
あ
る 。
た
と

え
ば 、
一
・

一
一
O
に
は一
・

一
一



一一 、
一
・
一
二二
が
ま
と
め
て
あ
る。

見
出
し
は
便
宜
的
に、
分
類
番
号
のも

のを
掲
げ
た 。
%
は
ω 、
ω
交
通じ
て

小数
点
第一
忙
ま
で
出
し
て
四
捨
五
入

し
た 。
ωは
ω
た
さ
ら
に
あ
ら
く
ま
と

め
た
も
ので
あ
る。

大
路は
ω
を
み
れ
ば
十
分で
あ
る。

部
門
別
にみ
た
場
合、
人
間
活
動が
過

半数
をし
め 、
次
に
抽
象
的
関
係が
こ

れ
に
続
く 。
こ
の二
部
門で
ほ
と
ん
ど

全
部
をし
め
る
のは平
家
も
同
様で
あ

る。
た
だ 、
抽
象
的
関
係
で
は
平家
の

%
が
少
し
高い 。
今
昔で
五
%
を
し
め

る
自
然は 、
主
と
し
て
「
懐
妊・
生
長

・
自
害・
一頭
痛・
震
霞」
の
類
で
あ

る。
「
金
色」
だ
け
は
動
作
に
関
す
る

意
味
が
ない 。
一
・
四
の生

産
物
に属
す
も
のは
「
衣
冠・
束
帯・
装
束・
栢

額・
扉
夙・
御
機」
で
あ
る。
一
・
二
人
間
活
動
の
主
体
に属
す
も
のは 、

「
名
僧」
で
有
名
な
例で
あ
る。
接
頭
語
のつ
い
た
「
生
名
僧」
も
あ
る①。

今
昔は 、
分
類
語
葉
表
の付
(
名
詞)
に属
す
も
のば
か
り
で
あ
るが 、
平家

には
伺
(
形
容
詞・
形
容
動
詞・
副
詞)
に
属す
も
のが一
例
あ
る。
「
翻
翻」

で
あ
る@。

サ
変
の語
幹
と
な
る
漢
語は
分
類
語
葉
表
の一
・
三
が
大
半で 、
一
・
一
が

こ
れ
に
続
く 。
一
・
五
も
少
数
だ
が
あ
る 。
一
・
五
の一
部お
よ
び一
・
四
に

に 属
す
も
のは
動
作
の意
味
を
含
ま
ず 、
本
来 、
名
詞
的
な
も
ので
あ
る。
右

分類番号| 部 門 |今所昔属数のI左のグI平所家属数の I左の%
1.1 抽象的関係 91 24 56 33 

1.2 人間活動の主体 1 。 。 。

1.3 人間活動 257 69 110 64 

1.4 生産物 6 2 。 。

1.5 自 然 19 5 4 2 

3.1 抽象的関係 。 。 1 。

語業表による分類( 2 ) 

以
外
に属
す
も
のは
珍
しい
例と
い
え
る。

源
氏
の二
字か
ら
な
る
漢
語
三
二一語
のう
ち 、

今北自
に
ない
も
のは
前
掲
の

ご
と
く
で
あ
るが 、
宮
廷
生
活
を
反
映し
た
も
のが
多い 。
す
な
わ
ち 、
「
加

階・
化
粧・
消
息・
追
従・
殿
上・
卑
下・
舞
踏」
な
ど
で
あ
る。
「
勘
事」

の類は
今
昔の「
勘
当・
移
郷」
な
ど
に
連
な
る
も
ので 、
も
ち
ろ
ん
古
点
に

は
ない 。
ま
た 、
古
点
の八
割は
今
昔に
ない
漢
語で 、
同
じ
仏
教
関
係と
い

①

 

っ
て
も 、
そ
の傾
向
に
開
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
源
氏
の「
化
粧・
殿

上・
舞
踏」
な
ど
の類
には
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
るが 、

今
昔と
平家と
は
比

較
的
共
通
す
る
も
のが
あ
り 、
こ
こ
に
あ
げ
た
四
者
の中で
は
最
も
多
方
面
の

漢
語
を
含ん
で
い
る①と
い
え
る。

①

同
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
同
喜
多
照。

な
お 、

同
表
は
現
代
語
を
対
象

と
し
て
あ
る
の
で 、

仏
教
関
係
の
も
の
は
多
少
所
属
を
変
更
し
た
。

た
と

え
ば
「
礼
拝
」

は
一
-

一
二
三
六
式
・

祭
儀
・
宗
教
的
行
為
に
入
っ
て
い
る

が
、

本
稿
で
は
一
・

三
三
九
動
作
に
入
れ
た
。

そ
れ
で
な
い
と
、

今
昔
で

は
仏
教
説
話
が
多
い
た
め

、
一
-

三
三
六
の
所
属
が
多
数
に
の
ぼ
り
、

分

類
が
無
意
味
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②

参
考
の
た
め
用
例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

源
信
ハ
更
ニ
名
僧
セ
ム
ノ
心
無
シ
日
の
ω

今
昔。

京
ニ
生
名
僧
シ
テ
。

人
ノ
請
ヲ
取
テ
世
ヲ
渡
ル
僧
有
ケ
リ

お
の

つ“つω
③

古
点
に
も
(
三
)

に
属
す
も
の
と
し
て
「

黙
然」
が
あ
る 。
ま
た 、
源

氏
の
「
殿
上
」

は
(
一
・

二
)
に
属
す
も
の
で
あ
る
。

「
殿
上
」

の
「
上
」

の
字
に
引
か
れ
て
か

、

あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
が

、
「
名
僧
」

と
同
佐

賀
の
語
で
あ
る
。

④

具
体
的
に
は
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

字
面
だ
凶り
か
ら
い
え
ば 、

今
昔

に
な
く
て
現
代
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
相
当
あ
る
。

ま
た 、

平
家
と
の

共
通
語
も
十
誇
ほ
ど
あ
る
が

、

現
代
も
使
用
さ
れ
る
も
の
(
字
面
か
ら
み

て)

は
「
超
過
・

退
散
・

滅
亡
」

の
三
語
だ
り
で
あ
る
。

古
点
の
漢
語
は

79 



約
五
0
0 、

今
昔
の
漢
語
は
約
四
O
O
で
あ
る
が

、

資
料
の
分
量
が
ひ
ど

く
違
う
。

し
た
が
っ
て

、

単
位
あ
た
り
の
漢
語
使
用
率
は
古
点
の
方
が
今

昔
の
十
倍
を
優
に
越
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。

事
実
一

語
一

語
検
討
し
て

も 、

古
占山
の
漢
語
は
同
じ
よ
う
な
意
味
を
表
わ
す
も
の
が
豊
富
で
あ
る
。

今
昔
の
方
は

、

そ
の
よ
う
な
場
合、

同
じ
一

語
で
す
ま
す
か

、

あ
る
い

は
和
語
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た 、

古
点
に
は
「
愛
寵

・
闘
戦
」

の
よ
う
な
語
も
あ
る
(
今
士自
に
は
「
寵
愛
」

の
よ
う
に
現
代
の

わ
れ
わ
れ
の
感
覚
か
ら
し
て

普
通
の
語
順
の
も
の
が

現
わ
れ
る
)。

今
昔

の
説
話
は
説
経
唱
導
の
際 、

参
考
に
さ
れ
た
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
る
が

、

古
点
の
漢
語
は
そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
越
え
た 、

特
殊
も
し
く
は
専
門
的

な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん 、

年
代
の
差 、

説
話
と
仏

経
と
い
う
相
途
も
あ
る
け
れ
ど
も 。

⑤

前
掲
の
と
お
り 、

古
点
と
源
氏
だ
け
に
共
通
な
語
は
な
い

。

両
者
に
共

通
な
語
は 、

同
時
に
今
昔
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し 、

数
は
あ
ま
り

多
く
な
い

。

三 、
熟
d主Eコ

度

こ
こ
で
い
う
熟
合
度と
は 、
構
成
部
分
の分
離
性
ない
し
名
詞と
し
て
の独

立
性
の意
で
あ
る 。
主
と
し
て一
字 、
二
字か
ら
な
る
漢
一訟に
つ
い
て
サ
変と

し
て
の
熟
合
度
を
考
え
る 。
三
字
以
上か
ら
な
る
漢
語は 、
そ
れ
自
体
の
熟
合

度に
つ
い
て
考
え
る 。

二子か
ら
な
る
漢
語 ①

一
字か
ら
な
る
漢
語は
語
形
が
短い
た
め 、
そ
れ
自
身
だ
け
で
は
不
安
定と

み
え 、
下に
く
る
サ
変と
まっ
た
く
熟
合
し
て
い
る
と
の感が
深い 。

第一
に
漢
語
と
サ
変
の
聞に
「
を」
の入
る
例が
見
あ
た
ら
ない 。

楽
ヲ
シ
テ
却
の7

と
い
う
例が
あ
る
が 、
「
楽
す」
と
い
う
サ
変は
今昔に
例が
ない 。

第
二
に
漢
語サ
変
の形
で
他
の語と
複
合
ま
た
は
連
用
が
行
な
わ
れ
や
す

、
。便

宜
上 、
代
表
的
な
も
のと
そ
の
他に
わ
け
て
あ
げ
る O

H
代
表
的
な
も
の

O
行
キ
極
ジ
テ
犯
の
剖

歩、、、
極
y-
ア
国
の
mu

御
シ
極
ジ
タ-
7
ム
ニ
旧日
の
4

詣
来
極

ジ
ニ
タ
リ
却
の
お

来
リ

極
ジ
テ
お
の
4

申
シ
極
γ
テ
犯
の
7

戦
ヒ
極
ン
テ
お
の
5

咲
ヒ
極
ジ
テ
μ
の
勾

戦
ヒ
シ
極
ジ
テ
お
0
5

盗
人
シ
極
ジ
テ
"
の
7

疲
極
ジ-
ア

5
の
は

O
難
レ
信
ン
日
の
m

難
レ
成
シ
7
の
5

難
レ
謝
シ
は
の
辺

O
食
シ
畢
テ
お
の
l

議
シ
果
テ
お
の
l

修
シ
畢一-
ア
日
の
鈎

奏
シ
畢-
7
ム
ヲ
9
の
お

治
シ
果
テ
凶
の
幻

訳
シ
果
ヌ
ル
ヲ
7
の
1

学
シ
墨
テ
4
の
お

諭
シ
畢
ル
ロ
の
お

議ジ
果ル-
Eの羽
礼シ
畢テ6のお

O
奏
シ
上
グ
お
の
l

諦
シ
上
グ
日
の
ロ

O
相
報
ズ
9
の
時

相
ヒ
議
シ
テ
9
の
辺

相
ヒ
害
セ
ム
ヤ
3
の
お

相
激
ス

①
9
の
ゆ

O
制
シ
可
レ
敢
ク
モ
非
ヌ
程
犯
の
げ

O
辞
シ
得
テ
9
の
ぬ

O
呼
ピ
具
シ
テ
お
の
初

雇
ヒ
具
シ
テ
日
の
お

催
γ
具
シ
テ
げ
の
5

行
キ
具
シ
タ
ル

人
9
の
お

綴
具
シ
テ
μ
の
初

取
リ

具
シ
テ
凶
の
6

打
具
シ
テ
M
の
U

引
具
シ
給

テ
ー
の
お

相
具
シ
テ
ー
の
お

同
そ
の他

O
愛シ
恩フ
妻犯のは
愛シ
飼フ
馬印の1
愛シ
養ヒ
ケルニ"のmu
愛シ
侍キ

給ケル叩の7
愛シ
食ケルニ却のM

O
議
ジ
説
キ
止
ナ
ム
ト

ス
7
の
似

議
ジ
読
テ
7
の
1

O
感
ジ
豆口
ビ
給
ケ
リ
4
の
れ

感
ン
恐
レ
テ
凶
の
同

感
ジ
哀一
ア
引仙
の
日

O
議
シ
集
メ
テ
3
の
お

議
シ
定一
ア
叩
の
3

議
シ
思
テ
ロ
の
6

議
シ
定
メ
煩
フ
程
-一

2
の
お
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今昔物語集の 漢 詩サ変

O
輿
ジ
翫
デ
日
の
日山

興
ジ
咲-
ア
却
の
幻

O
具
シ
波
リ
ナ
ム
M
の
n

O
食
シ
失
へ
リ
シ
ニ
依
テ
M
の
問

。
生
ジ
上
テ
3
の
ロ

O
請
ジ
入
レ
テ
ロ
の
4

請
ジ
集
メ
テ
げ
の
詑

請
ジ
迎
へ
テ
7
の
1

請
ジ
居
奉
ツ
1

の
5

請
ジ
下
シ
タ
リ
お
の
2

O
調
シ
通
ス
日
の
鈎

諦
シ
始
ル
ヨ
リ
ロ
の
お

諦
シ
満
テ
ム
ガ
為-
E
の
口

調
シ
浮

プ
ル
ニ
M
の
げ

諭
シ
持
ツ
U
の
お

O
信
ジ
思
給
ケ
ル
刊
の
4

信
γ
貴
ビ
ケ
リ
れ
の
お

信
ン
仰
ギ
ケ
レ
パ
5
の
m

O
制
シ
宣
へ
候
へ
ド

モ
幻
の
泊

O
損
ジ
失
タ
ル
ナ
メ
リ
M
の
M

O
寵
シ
思
シ
ケ
ル
后
女
御
叩
の
7

O
念
ジ
入
タ
リ
卜
日
の
お

念
ジ
不
レ
可
レ
過
ゅ
の
鈍

念
ジ
居
タ
ル
程
お
の
8

0
按
ジ
持
遊
ケ
ル
ニ
お
の
お

O
食
リ
愛
ス
ル
故
5
の
日

悲
ピ
愛
シ
テ
却
の
3

0
入
レ
合
シ
テ
3
の
初

O
喜
ピ
感
ズ
ル
事
7
の
必

讃
メ
感
ジ
ケ
ル
M
の
日

O
咲
ヒ
輿
ジ
ケ
リ
犯
の
4

O
思
ヒ
観
ゼ
ム
比
の
8

O
登
リ
坐
シ
ヌ
は
の
幻

集
り

坐
ン
テ
4
の
1

並
ピ
坐
セ
リ
6
の
幻

O
占
ヒ
察
ス
6
の
幻

O
馳
散
ジ
テ
犯
の
初

O
申
シ
謝
ス
9
の
お

喜
ピ
謝
シ
テ
9
の
お

O
貴
ピ
信
ズ
6
の
M

仰
ギ
信
ジ
テ
M
の
3

O
破
リ

損
セ
ム
卜
げ
の
お

壊
レ
損
ジ
タ
ル
震
幻
の
お

折
レ
損
ジ
テ
日
の
M

咋
ヒ

損

タ
リ
ケ
レ
パ
M
の
伯

仲
シ
損
テ
却
の
ロ

打
損
シ
テ
M
の
ぬ

O
集
リ

住
ゾ
テ
U
の
はM

来
リ

住
ス
ロ
の
叫

移
ゾ
住
セ
シ
ム
ー
の
ω

返
リ

住
ソ
テ
2

の品川
O
誘
へ
陳
ジ
ケ
ル
-
E
の
凶

O
山
人
ノ
行
キ
通
ズ
ル
5
の
m

O
騒
ギ
動
ズ
ル
事

5
の
1

O
思
ヒ
念 、
シ
テ
幻
の
ね

O
取
リ

用
ン

@
9
の
問

。
引
キ
授
ゼ
ム
M
の
Mm

O
愛
シ
感
ジ
ケ
リ
お
の
M

O
持
シ
請
シ
テ
日
の
却

O
見
興
ジ
嘩
ル
事
M
の
2

「
極ず @」
「
具す」
は
特別
として
も 、
「
ー難し」

「
l畢る」

「
|あ

⑤
 

ぐ」
「|敢ふ」
「
|得」

「
|思ふ」「相
|

」
などの
用
例をみ
れば 、
サ

変
連
用形の
形で
複合や
連
用が
自由に
行なわ
れてい
るこ
とが
わか
る 。

ま
た 、
「騒
ぎ動
ず」
や
「
諮じ
説く」
は
「騒動す」
「講
説す」
をや
わ
ら

げた
結
果と
考え
られる 。

①

こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
「
物
念
じ
す
引
の
ゆ

」
の
よ
う
な
形
も
あ
り
、

渡

語
サ
変
連
用
形
が
そ
の
ま
ま
名
詞
と
な
る
の
も 、
一

字
か
ら
な
る
漢
語
の

特
色
で
あ
る
。

②

日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
に
「
激
」

は
「
遜」

に
通
じ
る
と
あ
る
。

③

日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

④

日
本
古
典
文
学
大
系
補
注
一

六
四
多
照 。

⑤

日
本
古
典
文
学
大
系
第
二
冊
補
注
多
照。

二
字か
らな
る
漢語

二
字か
ら
な
る
漢語は
それだ
けで
安
定して
お
り 、
漢語サ
変としては
81 



一
字か
ら
なる
漢語よ
り
分
離
性が
高い 。
前述の一
字か
ら
なる
漢語の
場

合に
な
らっ
て
述べ
る 。

第一
に
漢
語と
サ
変の
問に
「を」
入
れるこ
と
がで
きる 。
「
ーを

す」

の
形の
用
例を
持つ
漢語は
次の
とお
りで
ある ①。

学
問げのお
元
服日の泊
乞
食日の目
自室口1の日
精進出出の9
出家2の日
殺

生時のお
念
諦凶の幻

第二に
漢語サ
変の
形で
他の
語と
複合また
は
連用
される
状態は
次の

ご
と
くで
ある 。

付
代
表的な
もの

O
降伏ン
畢テーの7
供
養シ整
リヌ
レパ2の6
儀
悔シ
畢テ7の必
修治シ

華テ2の日
出家シ
翠一ア2の凶
書写シ
筆一ア6のお
読
詞シ
畢テロの口

O書写シ
得タ
リ6の必

進退γ
得テおの5

O御
覧ジ
付タル
物ヲ却のH

同
その
他

O加
持シ
儒メ仰の4
加
持シ
落ス
ナ
リ仰の4
加
持シ
現ハ
カシ
タル
人々
初

の4
O合
薬シ
成シ
テ4の幻

O
勘発ン
被レ仰ケルMのお

O
讃歎シ
可レ且貝シ6の3

O沙
汰シ
取セ
タ
リケレバ"のμu沙汰シ

不レ遣ヌ
ゾ ①却の剖

Omん
担ン
殺シ
ツ日比のω

O
進退シ
仕ヒ
テ%の8

0
読
諦シ
満テツ
ヲ品

。
内
着ン
箆テおのM

O
養
育ン
侍ヅ
ク
程一でむの6

O流
浪シ
行ケル
程-二
2u

。
貴ビ
帰
依セ
サセ
給フ
事日のロ
敬ヒ
帰
依シ四の2

0取
饗応ゾ
テ幻の日記

O改メ
紙
色シ
テげのロ

O兼、不
受
持シ
テ6のお

O廻リ
流
浪シ
テげの凶

O念ジ
礼
拝シ
奉ケ
リロの凶

O町
噴シ
罵国一百スロの6

O
苦悩シ
愁歎ス2のお

O書写シ
供
養シ
絵ヒ
キMのl
書写シ
受
持シ
読
諭セ
ラム
人7の3
書写シ

受
持シ
読
請シ
流布セム7のl

O受
持シ
書写セム
者ハ7の6

O礼
拝シ
恭
敬シ
奉ル
事6の日

O
咲ヒ
瑚
瞬シ
唾シル
事4の6

「
ー畢る」

の
例がめ
だっ
が 、
二子か
ら
なる
漢語に
比べ 、
用
例の
変

化に
之しい @。
二
字か
らなる
漢詩サ
変同
士の
連用
も
右の
よ
うに
ない

わ
けでは
ない
が 、
多くは
「
書写供
養す」
の
よ
うに

語
幹を
重ね
て
し
ま

う 。
四
字以
上か
ら
なる
渓語の
大部分は 、
こ
の
程の
もの
で
ある 。

こ
の
よ
うに 、

二
字か
らなる
漢語は
それ
自
体 、
名詞としての
独立
性

が
強く 、
一
字か
ら
なる
漢語に
比ベ
サ
変として
の
熟合
度が
低い 。

⑤

こ
こ
に
あ
げ
た
漢
語
は
い
ず
れ
も
サ
変
と
し
て
の
用
例
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。

な
か
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
り 、

二
字
か
ら
な
る
漢
語
の
分
離

し
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
七
日
堅
固
ニ
精
進
ヲ
シ
テ
ぬ
の
叩

」

「
堅
固
ニ
精
進
ヲ
七
日
シ
テ
m
m
9

」

二
字
か
ら
な
る
漢
詩
を
含
む
サ
変
が
名
詞
と
な
る
と
き
は 、
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形
の
形
で
な
く
語
幹
の
漢
語
だ
け
で
名
詞
と
な
る
。

そ
こ
で
「
対
面
給
は

る
刊
の
4」
「
修
理
を
加
ふ
却の泊」
「
廼
向
車中
る
日の3」
な
ど
の
表
現
も
多

く
な
る
。

⑦
他
に
「
預
ケ
沙
汰
セ
サ
セ
ケ
ル
事M
のmw」
「
云
ヒ
沙
汰
シ
テ
"
の3」
な

ど
の
例
も
あ
る
。

二
字
か
ら
な
る
漢
詩
で

、

こ
の
よ
う
に
複
合
し
や
す
い

と
い
う
点
で
は
「
御
覧
」

と
と
も
K
注
目
に
価
す
る
。

③

古
点
に
は
「
相
」

の
つ
く
二
字
か
ら
な
る
漢
語
が
意
外
と
多
い

。

し
か

し
、

そ
の
他
の
例
は
非
常
に
少
な
い

。

と
に
か
く 、

古
典
の
状
態
は
今
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
特
殊
な
点
が
あ
り 、
参
考
に
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

三
字か
ら
な
る
漢
語

「
入
程
駒栄」
が
珍
しい 。「
浬繋
に
入
る
(
た
と
え
ば
ロ
の
6
)」
の
用
例は

多い
が 、
「入
浬繋」
とい
う
漢語サ
変はこ
れ一
例で
ある 。
さらに 、
こ

の
よ
うな

語
構成の
三
字以
上の
漢語サ
変は
今
昔に
は
ない ①。

⑨

古
点
に
は
「
不
可
得
」

の
例
が
あ
る
。

ま
た 、

池
上
禎
三
「
漢
語
の
口問

詞
性
」

国
語
国
文
昭
和
二
九
年
十
一

月
号
に
類
例
の
指
摘
が
あ
る
。

四
字か
ら
な
る
漢
詩

二
字ご
とに
独立し
た
意
味を
持ち 、
前後そ
れ
ぞ
れの
複合サ
変を
並列

@
 

し
たの
と

同意の
もの
が
大
部分で
あ
る
。
「
極
楽
往
生」
だ
けが
例
外で

ある ⑪。
⑬

「
結
蹴
欧
坐
」

と
「
悶
絶
際
地
」

の
二
語
は
「
悶
絶
」

以
外 、

常
に
と

の
形
で
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

今
昔
に
は
例
が
な
い

。

⑪

日
本
古
典
文
学
大
系
同
の
巻
目
の
認
頭
注
二
ニ
多
照。

な
お 、
「
相
象
」

と
し
て
あ
つ
か
っ
た
が

、
「
師
資
相
承
」

を
一

語
と
す

れ
ば 、
と
れ
も
例
外
に
入
る 。

八
字か
らなる
漢語

所
属は一
語だ
けで 、
二
字ご
とに
独立した
意味を
持ち 、
四つ
の
複
合

サ
変を
並
列した
の
と
同意で
ある 。

四 、
和漢両
文体と
漢語の
分

布

前
に
も
断っ
た
よ
う
に、
こ
こ
で
い

う
漢
詩
は
漢
語
サ
変
の語
幹と
なっ
て

レ
る
も
のを
指
す 。

今
昔物
語
に
和
漢
両
文
体が
混
在
す

る
こ
と
は
す
で
に
多
く
の
先
学
によっ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る ①。
一
般
的
傾
向

と
し
て
は 、
巻二
O
以
前が
漢
文
訓
読

文
体、

巻二
二
以
後
(
巻
二一
は
欠)

が
和
文体で
ある 。
こ
の
両文体と
漢

語の
分
布
状態との
関係を
別表に
よ

巻 1�，"， 1iìBtt l ペ ー ジ あ た延べ語数 り 延べ語数
1 510 9.6 

2 470 8.1 

3 370 8.2 

4 310 6.2 

5 210 4.4 

6 410 9.1 

7 440 10. 7 

9 310 5.8 

10 120 2.4 

11 310 5.3 

12 370 6.0 

13 450 8. 7 

14 450 7.8 

15 420 7.5 

16 240 3.6 

17 340 5.9 

19 180 2.3 

20 230 3.8 

22 30 1.9 

23 40 1.7 

24 120 1.9 

25 90 2.6 

26 90 1.6 

27 90 1.7 

28 70 1.1 

29 100 1.6 

30 40 1.8 

31 90 1.9 

今昔物語集の漢語サ変

漢語の分布状態
表
注

延
べ
語
数
は
一
{
子 、

二
字 、

三
字
以
上
の
漢
語
を
巻
ご
と
に
集
計
し 、

四
捨
五
入
に
よ
っ
て
十
の
台
以
上
の
有

効
数
字
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

ペ
ー
ジ
あ
た
り
延
べ
語
数
は
延
べ
語
数
を
そ
の
巻
の
本
文
の
ペ
ー
ジ
数
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ペ
ー
ジ

数
は
本
文
以
外
の
行
数
を
除
い
た一
巻
あ
た
り
の
総
行
数
を一
六
(一
ペ
ー
ジ
は
だ
い
た
い
四
五
字一
六
行)
で

割
っ
て
出
し
た
。
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っ

て
入
る
-
」
と
に
寸
る

。

去
の
べ

l
ジ
あ
た
り

延
べ

一指
数
を
み
れ
ば

、

お
お
よ

そ
の

見
当
は
つ
く
。

す
な
わ
ち

、

巻
二
二
以
後
は
コ一
未
満
(
巻
二
五
以
外
は
二

未
満)
で
巻二
O以
前の
巻巻に
比べ、
数が
小さい 。
漢
語の
使
用が
漢
文

訓読
文
体に
多く 、
和
文体に
少ない
と
する
な
らば 、
こ
の
事
実は
前
半が

漢
文
訓読
文
体 、
後
半が
和
文
体とい
わ
れてい
る
事
実と一
致する 。
漢
文

訓読
文
体の
強い
天
竺長日一
部
(一
I一

O)
で
漢語の
使用が
特に
め
だつ

の
は
巻一 、
巻六 、
巻
七で
ある 。
逆に
少ない
の
は
巻五 、
巻九 、
巻一
O

で
ある 。
中
間帯
的
性格を
もっ
本
初
仏
法
部
(巻一一
t二

O)
の
中で

は 、
多い
の
が
巻
ごニ 、
巻一
回 、
巻一
五 、
少ない
の
が
巻一
六 、
巻一

九 、
巻二
Oで
ある 。
本朝
世
俗
部(
巻二二
以
後)
の
中で
は
巻二
五が
や

や
多い
以
外大差は
ない 。
とこ
ろで 、
一
語の
延べ
語
数が一
巻の
中で
五

Oを
越えてい
る
もの
を
拾っ
て
み
る
と 、
巻一
では
出家倒 、
供養日 、
巻

一
三では
読
諮問別 、
巻一
四では
読
調印 、
巻一
五では
往
生田
が
出て
く

る 。
つ
ま
り 、
今
昔を三
部に
分けた
場合 、
各
部分の
中で
比
較的多い
と

目される
巻に
は 、
特に
頻
用される
語が
だい
たい
存
在してい
る 。
例
外

は
巻六 、
巻七で
為る 。
こ
れ
らは
今
昔にお
ける
代表
的な
券とい
わ
れる

だ
けに 、
漢語の
使
用が
特定の一
一治に
集
中し
ない
の
で
あろ
う 。

巻二 、

巻三は 、
他の
漢語使
用の
多い
巻に
比べ、
一
字か
らなる
漢語の
占め
る

比
率が
高い
よ
うで
ある 。
天佐一
渓
旦
部に
あっ
て
比
較
的
少数なの
は
巻

五 、
巻九 、
巻一
Oで
あっ
た
が 、
こ
れ
らに
は
和
文体の
説話の
混在が
疑

わ
れる

①。
け
れど
も 、
和
漢そ
れ
ぞれの
文
体の
指標と
する
語に
よっ

て 、
巻巻の
反
応は
その
場合ご
とに
異なるこ
と
が
多い
の
で
あるか
ら 、

大
勢以
外に
は 、
なか
なかはっ
きりし
たこ
とはつ
か
みに
くい 。

巻五の

和
文
体
説
話の
混
在は
すで
に
言わ
れてい
る
とお
りで
ある 。
巻
九 、
巻一

Cは
なお
種々
の
検
討が
必
要で
あろ
う 。

特に
巻一
Oは 、
文
体の
上で
な

ん
らかの
特異な
性格を
持っ
てい
ると
予想される 。
なお 、
前半で
三
字

以
上の
漢語を
もた
ない
の
は 、
こ
の
両巻だけで
ある 。
巻一
九 、
巻二
O

は
両文
体の
要
素の
交錯がい
ちじ
るしい
部分で
あるが 、
両巻の
比
較で

は
巻一
九に
和
文体 、
巻二
Oに
漢文
訓読
文
体の
傾向が
み
られるの
が一

般で
ある 。
ここ
で
も 、
この一
般的傾向に
合致してい
る 。
本
朝世
俗
部

と
して
は
漢語使用の
多い
巻二
五は
武勇
合戦認などの
内容を
持つ 。
世

俗
部で
三
字以
上の
漢語が
存在するの
は 、
巻二二 、
巻二六 、
巻二
七で

ある 。
こ
の
うち 、

巻二二の
もの
は
「
雷電解
震」
でい
ずれも第七
話に

ある 。
巻二
七の
もの
も同じ
語で
第一
話と
第七
訴に
ある 。
巻一一六の
も

の
は
「烏
帽子」
「
精
進潔
斎」
が
第八
話 、
「水
干装
束」
が
第一
八
話 、

「
泳浴
潔
斎」
が
二
十一
話で
ある 。
最後の
巻二六
第二
十一
話に
は 、

他に
も漢語サ
変が
「供
養」「修行」
「流
浪」「懐抱」
と
集
中的に
用い

ら
れてい
る 。
「そよ
りそよ
り」
の
よ
うな
擬
声語も用い
られてい
るが 、

あるい
は
なん
らかの
出
典があろ
うか
と
予想される 。
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①

山
田
巌一
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
和
漢
両
文
脈
の
混
在
に
つ
い
て」

国
語
と
国
文
学
昭
和一
六
年一
O
月
号。
「
今
昔
物
語
の
文
法」
日
本
文

法
講
座
回。
峰
岸
明一
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
つ
い
て」
国
文
学
昭
和

三
三
年
十一
月
号。
そ
の
他
諸
氏。

②

和
漢
各
文
体
の
指
標
と
し
て
は、
同
じ
意
味
を
も
っ
て
両
文
体
に
対
立

し
て
用
い
ら
れ
る一
対
の
語
が
望
ま
し
い。
そ
の
点、
本
稿
の
漢
語
は
対

立
す
る
語
の
実
態
が
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る。

付
記

名
詞
ゃ
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
語
幹
と
な
る
漢
語
に
も
ふ
れ
た
か
っ
た

が、
果
さ
な
か
っ
た。
「
い
た
す」
「
蒙
る」
「
給
は
る」
な
ど
と一
体

化
し
た
漢
語
の
表
現
の
問
題
な
ど
と
と
も
に
後
日
を
期
し
た
い。

な
お、
本
稿
作
製
に
際
し
て
築
島
裕
氏、
石
綿
敏
雄
氏
に
御
教
示
に

預
か
っ
た。
記
し
て
あ
っ
く
謝
意
を
表
す
る。-|

早
稲
田
大
学
講
師

lJ


